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■はじめに

視線検出技術Windows版アプリは、株式会社スワローインキュベートが提供しています。

本書に基づき、当アプリをご利用いただく前に、以下のご注意事項を十分に読んだ上で、

ご利用いただきますようお願いします。

・本書は、予告なしに変更されることがあります。

・本書を無断で、複製、転用、公衆送信、貸与等を行わないようお願いします。

・アプリをご利用いただくには、あらかじめ当社利用規約に同意いただく必要があります。

　詳しくは営業担当までお問い合わせください。

■ご注意事項

お問い合わせ

株式会社スワローインキュベート

視線検出技術　テクニカルサポート窓口

TEL: 029-886-9912　MAIL: support@swallow-incubate.com



3

同梱内容 



Copyright@Swallow Incubate Co., Ltd. All Rights Reserved.
4

■同梱内容

以下のファイルが提供時の主要なファイルとなります。

視線検出GUIアプリ 視線検出ライブラリ

アクティベーションツール

動的リンクライブラリ
EyeTrack.dllWindows exe形式

EyeTrack.exe

ご利用マニュアル
(本書)

USBドングル
(買い切り版)

期限付きトークン
(無料トライアル版)

OpenCVライブラリ

動的リンクライブラリ
opencv_world[VERSION].dll

ほか
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カメラについて 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■必要となるカメラスペック

項目 要件

カメラ解像度
VGAサイズ(640 x 480)以上 を推奨
(640 x 480 / 1280 × 720 / 1280 x 960 / 1920 x 1080 など)

撮影距離 30cm〜1.5m程度まで

視野角 50° 〜 110°程度

レンズ 固定焦点レンズ推奨

推奨機能 自動光補正機能

項目 要件

顔横幅サイズ 最低100px以上

顔領域明るさ 平均輝度値 50.0以上（8bit256階調）

目領域明るさ 平均輝度値 50.0以上（8bit256階調）

■必要となる撮影要件
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ライブラリ仕様 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■ライブラリ仕様
現在のバージョンでは、ライブラリの仕様は以下の通りとなります。
ライブラリはシングルスレッドで動作します。

項目 端末名 CPU 内容

処理速度

macBookPro Intel Core i7 第8世代 1フレーム 約120ms程度 (1280 x 720 px)

Windows 10 Intel Core i7 第8世代 1フレーム 約120ms程度 (1280 x 720 px)

iPhoneXS Apple A12 Bionic 1フレーム 約200ms程度 (1280 x 720 px)

Xperia 5 Qualcomm Kryo 485 1フレーム 約130ms程度 (1280 x 720 px)

Xiaomi Redmi 7A Cortex-A53 1フレーム 約500ms程度 (1280 x 720 px)

装着具 裸眼 メガネ コンタクト カラコン
目の傷
病気

サングラス 眼帯

対応状況 ◎ ◯ ◎ ◯ △ × △

実行処理速度の目安

※虹彩境界（黒目）から強膜（白目部分）にかけての傷・病気がある場合は、目検出エラーになる可能性があります

装着具の対応状況

※別途プロセス初期化の時間がかかります。
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■ライブラリ仕様 - 検出可能画角

現在のバージョンでは、検出可能な画角は、上下左右ともに30°程度ですが
顔の形状などによるため、個人差があります。
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■ライブラリ仕様 -  X 検出不可となるケース

現在のバージョンでは、以下のケースで検出エラーになりやすくなります。

レンズが黒いサングラス

メガネフレームが目にかかっている髪の毛が目にかかっている

外光の映り込みが激しい

帽子を深くかぶっている 顔が傾いて撮影されている
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■ライブラリ仕様 - △ 検出に影響を与える場合があるケース

現在のバージョンでは、以下のケースで検出エラーとなる場合があります。

ブルーライトカットメガネ
(ブルーライト反射が強いとエラーになる場合あり)

色付き透明サングラス
(色調変化によりエラーとなる場合あり)

マスク
(顔検出エラーとなる場合あり)
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■ライブラリ仕様 - △ 検出に影響を与える場合がある撮影状況

現在のバージョンでは、以下の撮影状況で検出エラーとなる場合があります。

×露光が不十分
(環境光の差に影響を受けます)

×オートフォーカス制御
(フォーカシング中検出エラーになりやすい)

×カメラの設置が
まっすぐではない

×画角から外れている
(片目しか写っていない)

×画角から外れている
(鼻より上しか写っていない)
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■ライブラリ仕様 - 機能一覧
入力画像に対する左右目の判定は、
画像向かって左側の目を左目、画像向かって右側の目を右目として出力します。
虹彩、上下まぶた、目尻目頭等についても以下同様です。
アプリ内では、カメラ画像を左右反転させ、実際の左目が「左目」として出力されるよう
になっています。

左目 右目
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アプリご利用手順 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■ご利用手順①
本マニュアルでは、ご提供済みの視線検出フォルダをデスクトップ上に設置して進めるものとします。
トークン方式の場合は、 tokenフォルダにアクティベーション用の txtファイルがあることを確認します。
※買い切り版などUSBアクティベーション版には、 tokenフォルダはありません。

※トークンアクティベーション版のみ
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■ご利用手順②
視線検出アプリフォルダを開き、内容物を確認してください。 カメラがWindowsPCに接続されていることを確認
し、EyeTrack.exeファイルをダブルクリックするとアプリが起動します。
起動時に、カメラの接続状態と設定を読み込むため、 10秒程度時間がかかる場合があります。
※Windows Updateなどバックグラウンドで処理が実行されている場合はさらに起動時間がかかります。
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選択項目 説明

カメラ 認識可能なカメラは最大2つまでです。
ビルドインカメラがある場合は、外付けUSBカメラ1つのみ接続可能です。カメラは、
読み込まれたフレームサイズごとに選択可能です。

プロット描画 検出した顔に、視線検出で検出された各センシング位置をプロット描画するします。プ
ロットする項目はそれぞれ選択可能です。

プライバシー保護 投影フレームの検出結果の顔領域にモザイク処理をかけることにより、視線検出の
対象者のプライバシーを保護します。こちらにチェックを入れると、動画像保存時にも
モザイク処理がかけられた状態で保存されます。モザイクは原則顔にかかりますが、
目以外を選択したり、モザイクの強弱を変更することが可能です。

モード 視線検出技術を使った以下のいずれかのモードを選択することができます。
プロットモード　：顔特徴点の検出結果を確認するモード
顔向きUIモード　：顔向きでマウス移動・まばたきでマウスクリック
目向きUIモード　：目向きでマウス移動・まばたきでマウスクリック
視線先推定モード：顔向きベクトルと目線ベクトルから視線先を推定

出力(csv出力) 視線検出を行った検出ログをcsv形式で出力します。出力したくない場合は、チェック
ボックスからチェックを外してください。出力する場合は、「参照」ボタンを押して、出力
先フォルダを選択します。

出力(動画像保存) 視線検出を行った検出動画をavi形式で出力します。
出力したくない場合は、チェックボックスからチェックを外してください。出力する場合
は、「参照」ボタンを押して、出力先フォルダを選択します。センシングの途中の様子
のキャプチャ保存をする場合にも、このチェックボックスをチェックする必要がありま
す。

出力(録画(描画あり) / 
録画(描画なし))

視線検出を行った検出結果を描画した動画（描画あり）または生動画（描画なし）を録
画保存します。

トークン 弊社より配布させていただいた、有効期限付きトークンの記載されたtxtファイルを指
定します。またトークンの有効期限が切れた場合は、開始できません。

検証開始 各選択項目の設定情報をもとに、視線検出を開始します。
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■ご利用手順③(トークンアクティベーション版)
アプリが起動すると、接続されているカメラの選択画面と、センシング項目、モード選択、ログや動画の出力を選択
する画面が表示されます。各選択項目の詳細は、以下の通りとなります。
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■ご利用手順③(USBアクティベーション版)
アプリが起動すると、接続されているカメラの選択画面と、センシング項目、モード選択、ログや動画の出力を選択
する画面が表示されます。各選択項目の詳細は、以下の通りとなります。

選択項目 説明

カメラ 認識可能なカメラは最大2つまでです。
ビルドインカメラがある場合は、外付けUSBカメラ1つのみ接続可能です。カメラは、
読み込まれたフレームサイズごとに選択可能です。

プロット描画 検出した顔に、視線検出で検出された各センシング位置をプロット描画するします。プ
ロットする項目はそれぞれ選択可能です。

プライバシー保護 投影フレームの検出結果の顔領域にモザイク処理をかけることにより、視線検出の
対象者のプライバシーを保護します。こちらにチェックを入れると、動画像保存時にも
モザイク処理がかけられた状態で保存されます。モザイクは原則顔にかかりますが、
目以外を選択したり、モザイクの強弱を変更することが可能です。

モード 視線検出技術を使った以下のいずれかのモードを選択することができます。
プロットモード　：顔特徴点の検出結果を確認するモード
顔向きUIモード　：顔向きでマウス移動・まばたきでマウスクリック
目向きUIモード　：目向きでマウス移動・まばたきでマウスクリック
視線先推定モード：顔向きベクトルと目線ベクトルから視線先を推定

出力(csv出力) 視線検出を行った検出ログをcsv形式で出力します。出力したくない場合は、チェック
ボックスからチェックを外してください。出力する場合は、「参照」ボタンを押して、出力
先フォルダを選択します。

出力(動画像保存) 視線検出を行った検出動画をavi形式で出力します。
出力したくない場合は、チェックボックスからチェックを外してください。出力する場合
は、「参照」ボタンを押して、出力先フォルダを選択します。センシングの途中の様子
のキャプチャ保存をする場合にも、このチェックボックスをチェックする必要がありま
す。

出力(録画(描画あり) / 
録画(描画なし))

視線検出を行った検出結果を描画した動画（描画あり）または生動画（描画なし）を録
画保存します。

検証開始 各選択項目の設定情報をもとに、視線検出を開始します。
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■ご利用手順④
検出開始ボタンを押すと、はじめにアクティベーションが行われ、正常に認証されると以下の検出ウィンドウ
が表示されます。
カメラの読み込みには一定の時間がかかる場合がありますので、起動までしばらくお待ちください。
起動すると以下のようなウィンドウが立ち上がります。（プロットモードでのウィンドウ例です）
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■ご利用手順⑤
視線検出の実行が始まると、視線基礎情報の検出プロセスがはじまり、カメラから取得した映像がウィンド
ウに描画されます。この際、検出に成功している場合は、ウィンドウ上に検出点も合わせて描画されます。
検出中に各種操作を行う場合は、操作方法ウィンドウを参考に、 Windowsキーボードから、いずれかのキー
を押下してください。動画像保存チェックボックスをチェックしていない場合は、キャプチャ撮影をしてもキャプ
チャ保存はされません。

画面イメージ

一時停止

キャプチャ撮影

終了
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エラー項目 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画面キャプチャ 表示シーン 詳細

カメラが3つ以上
接続されている場合

同時に接続できるカメラは2つまでです。ビ
ルドインカメラがある場合は、1つのみ接続
可能です。

カメラが1つも接続されていない
または認識されない時

カメラが接続されていないか、
認識されません。
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■エラーウィンドウ（カメラ接続）
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画面キャプチャ 表示シーン 詳細

トークンファイルを指定していない場合

アクティベーション用トークンの場所が指定さ
れていません。
参照ボタンよりトークンファイルの場所を指定
してください。

存在しないトークンまたはライブラリと
一致しない場合

指定したトークンが、存在しないトークンまた
はライブラリと一致しないトークンです。
トークンを再度確認してください。

トライアル期間終了時

アクティベーション用トークンの有効期限が
切れました。
延長または買い切りをご希望の場合は、弊
社サポート事務局までご連絡ください。

トークンファイルの中身が空の場合
トークンファイルの中身が空でないかどうか
を確認してください。
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■エラーウィンドウ（トークンアクティベーション版）
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画面キャプチャ 表示シーン 詳細

専用のUSBドングルを
接続していない場合

専用のUSBドングルがマシンに接続されて
いないか、または認識されていません。弊社
より提供させていただいているUSBドングル
を接続するか、認識できるようにしてくださ
い。

本アプリ用の専用USBドングル
ではない場合

本アプリ向けに提供されたUSBドングルでは
ない可能性があります。
詳しくは弊社営業窓口までお問い合わせくだ
さい。
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■エラーウィンドウ（USBアクティベーション版）
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画面キャプチャ 表示シーン 詳細

csvファイル出力先エラー

検出ログのcsvファイルの出力先が指定され
ていません。
参照ボタンよりcsvファイルの出力先を指定し
てください。

動画・キャプチャ画像出力先エラー

検出動画またはキャプチャ画像の出力先が
指定されていません。
参照ボタンよりファイルの出力先を指定してく
ださい。

【※視線先推定のときのみ】
ディスプレイ解像度と
選択したカメラフレームサイズが
不一致

センシング項目の「視線先推定」にチェックを
入れた場合は、ディスプレイ解像度とカメラフ
レームサイズを必要があります。
ディスプレイの横と縦の比率が16:9の場合
は、カメラフレームサイズも同様に16:9
（1280x720または1920x1080）を選択する
必要があります。

■エラーウィンドウ（その他）
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プライバシー保護について 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本バージョンには、プライバシー保護機能があります。プライバシー保護にチェックを入れてアプリを起動する
と、以下のようなモザイク処理がかかります。視線を見やすいように目のみモザイクを外すことや、モザイクの
強弱の選択が可能です。被験者さまの検出を安心して行ったり、動画の保存を行うことが可能です。 (注意：装
着具などにより顔検出が失敗した場合にはモザイク処理がされません )
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■プライバシー保護機能

モザイク弱 / 顔全体 モザイク強 / 顔全体

モザイク弱 / 目以外 モザイク強 / 目以外
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モードについて 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モードにより、「プロットモード」を選択した場合は、プロット描画でチェックを入れた顔特徴点項目において、検
出できた箇所を顔上にプロットして表示されます。これにより問題なく顔の特徴点が検出できているかどうかを
確認するためのモードです。顔上にプロットされる項目は顔検出位置、目検出位置、瞳中心座標および半径、
上下まぶた位置、目尻目頭位置、顔向きベクトル、目向きベクトルです。

29

■モード選択：プロットモード
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モード選択により、「顔向き UIモード」を選択した場合は、上下左右の顔の動きをマウス操作にみたて、まばたき
をすることでマウスクリックのようなふるまいを行うユーザーインターフェースモードです。
顔向きに応じて選択パネルが 9方向に移動し、まばたきにより選択パネルの色が変わって音が鳴ります。

30

■モード選択：顔向きUIモード

顔向きで
パネル移動

まばたきで選択
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モード選択により、「目向き UIモード」を選択した場合は、上下左右の目の動きをマウス操作にみたて、まばたき
をすることでマウスクリックのようなふるまいを行うユーザーインターフェースモードです。
顔向きに応じて選択パネルが 9方向に移動し、まばたきにより選択パネルの色が変わって音が鳴ります。

31

■モード選択：目向きUIモード

まばたきで選択

目向きで
パネル移動
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「視線先推定」を選択した場合は、検出ウィンドウはディスプレイ画面いっぱいに広げられて表示されます。この
場合はウィンドウを動かせないので注意してください。顔向きと目線向きの合成ベクトルから、
画面のどこを見ているかを推定して、二重丸でプロットされていきます。
検出を終了するには、キーボードの「 Esc」キーを押してください。
※16:9比率の画面では、カメラフレームも 16:9（1920x1080または1280x720）に指定してください。
※マルチディスプレイだとうまく配置されない場合があるため、シングル画面にしてご利用ください。

32

■モード選択：視線先推定モード
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視線検出基礎情報について 



Copyright@Swallow Incubate Co., Ltd. All Rights Reserved.
34

■視線検出基礎情報 - メガネ判定
単一フレームの画像から、顔が検出された場合、メガネ装着の有無をディープラーニングを用いて判定しま
す。処理結果が格納 EyeDataクラスの、eyeGlassStatusメンバより0〜2のいずれかの値が出力されることに
よりメガネ装着判定を行うことが可能です。
サングラスであると判定された場合は、目検出以降の目の特徴点検出処理は行いません。

eyeGlassStatus = 0

クリアレンズ
メガネ

裸眼

eyeGlassStatus = 1

サングラス

eyeGlassStatus = 2

ディープラーニング版 
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単一フレームの画像から、顔が検出された場合、顔向きをディープラーニングを用いて判定します。
処理結果が格納EyeDataクラスの、faceDirStatusH、faceDirStatusVメンバより0〜2のいずれかの値が出力
されることにより顔向きの判定を行うことが可能です。
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■視線検出基礎情報 - 顔向き判定

faceDirStatusH = 1
左向き 正面

faceDirStatusH = 0 faceDirStatusH = 2
右向き

faceDirStatusV = 1 faceDirStatusV = 0 faceDirStatusV = 2

上向き 正面 下向き

ディープラーニング版 
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faceDirectionH
0.0

faceDirectionH
-100.0

左限値 右限値

左右の顔の向きは、csvログのfaceDirectionH列より確認できます。この値は、カメラに
対して正面を0として、顔向きの変化に応じて左側へ 0 〜 -100.0(約-30°)、右側へ0 〜 
100.0(約+30°)の間で定量化されます。
検出限界角度は、左右それぞれ約30度程度ですが個人差があります。

正面

faceDirectionH
100.0

■視線検出基礎情報 - 水平方向の顔向き度 特許取得済
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faceDirectionV
0.0

faceDirectionV
-100.0

下限値 上限値

上下の顔の向きは、csvログのfaceDirectionV列より取得できます。この値は、カメラに
対して正面を0として、顔向きの変化に応じて下側へ 0 〜 -100.0、上側へ0 〜 100.0
の間で定量化されます。
検出限界角度は、個人差があります。

正面

faceDirectionV
100.0

■視線検出基礎情報 - 垂直方向の顔向き度 特許取得済



Copyright@Swallow Incubate Co., Ltd. All Rights Reserved.
38

eye(Left/Right)DirStatusH
0

eye(Left/Right)DirStatusH
2

eye(Left/Right)DirStatusH
1

左向き 右向き

■視線検出基礎情報 - 目向き検出
目の向きは、EyeDataクラスのメンバ変数であるeye(Left/Right)DirStatusHおよび
eye(Left/Right)DirStatusVより取得できます。値はshort型の0〜2のいずれかが返り
ます。値の詳細は以下の通りとなります。

中央

eye(Left/Right)DirStatusV
0

中央

eye(Left/Right)DirStatusV
2

下向き

eye(Left/Right)DirStatusV
1

上向き

ディープラーニング版 
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eyeDirectionH
0.0

eyeDirectionH
100.0

eyeDirectionH
-100.0

左限値 右限値

■視線検出基礎情報 - 目向き度
目の向きは、csvログのeyeDirectionH列およびeyeDirectionV列より取得できます。そ
れぞれの値は、カメラに対して正面を0として、目の上下左右への向き具体の変化に応
じて左側・下側へそれぞれ -100.0〜0、右側・上側へそれぞれ0 〜 100.0の間で定量
化されます。

中央値

eyeDirectionV
0.0

中央値

eyeDirectionV
-100.0

下限値

eyeDirectionV
100.0

上限値

特許取得済
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目の開閉パラメータは、csvログのLeftEyeStatus/RightEyeStatus列より確認できま
す。値はshort型の0〜2のいずれかが返ります。値の詳細は以下の通りとなります。

■視線検出基礎情報 - 目の開閉判定

Error
目が閉じている 目が開いている目検出エラー

eyeStatus = 0 eyeStatus = 1 eyeStatus = 2

ディープラーニング版 
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viewingDistance
383.4mm

■視線検出基礎情報 - 視距離推定
目検出結果をもとに、カメラから目までの距離を取得できます。
視距離の値は、csvログのviewingDistance列にて出力され、
単位はmm（ミリメートル）となります。

視距離

viewingDistance
731.9mm

視距離

カメラ
カメラ

特許出願中
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自身で視線ベクトルを得る場合は、ライブラリより取得可能な顔向きベクトルと、目の向
きベクトルから合成ベクトルを生成、重みづけなどを行うことで得ることが可能です。以
下は、視線ベクトルを得る例です。

■視線検出基礎情報 - 視線ベクトル

顔向きベクトル
目の向きベクトル

※目の向きベクトルは、左右同じ量となります。

視線ベクトル

視線ベクトル

顔向きベクトル

目の向きベクトル
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■視線検出基礎情報 - 視線プロット先推定

顔向き

カメラ

ディスプレイ

視距離
目の向き

視線先の推定は、顔向きベクトルおよび目の向きベクトルを用いた視線プロット先推定
計算をライブラリ内部で行ってプロットしています。
SDKを使うと、お客様にて、ライブラリより取得した顔向き、目の向き、視距離をもとに
視線プロット先を推定計算していただくことも可能です。
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視線先のおおまかな領域は、EyeDataクラスのメンバ変数であるviewingAreaより取得
できます。値はshort型の0〜9のいずれかが返ります。入力フレームを均等に9分割し
た際の視線推定先領域を以下の値の通り示します。

■視線検出基礎情報 - 注視エリアの推定

Error

viewingArea = 0 viewingArea = 1〜9

1

4

8

2

3

9

6

5

7
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csv出力項目 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■csvファイル
csv出力先フォルダに格納されるファイルは、csv形式の検出ログファイルです。
出力ファイル名は、result.csvです。
複数プロセスを分けて実行しても、すべて同じファイルにログが追加されていきます。
別で保存したい場合は、ファイルを別の場所に移動するかファイル名を変更してください。
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アプリから出力されるcsvの出力項目は以下の通りとなります。
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■csvファイル

csvヘッダー 内容

created_at ログ出力時刻 (Y-M-D-h-m-s.ms)

message 検出結果メッセージ

imageWidth 撮影フレームの横幅(px)

imageHeight 撮影フレームの高さ(px)

faceRectArea.x 検出顔矩形領域の左上頂点x座標

faceRectArea.y 検出顔矩形領域の左上頂点y座標

faceRectArea.width 検出顔矩形領域の横幅(px)

faceRectArea.height 検出顔矩形領域の縦幅(px)

faceBrightness 顔領域の平均輝度値(8bit256階調)

faceCenter.x 顔中心点x座標

faceCenter.y 顔中心点y座標

eyeGlassStatus メガネ装着判定値。
0=裸眼 / 1=メガネ装着 / 2=サングラス装着

csvヘッダー 内容

LeftEye.x 検出した左目矩形領域の左上頂点x座標

LeftEye.y 検出した左目矩形領域の左上頂点y座標

LeftEye.width 検出した左目矩形領域の横幅(px)

LeftEye.height 検出した左目矩形領域の高さ(px)

LeftEyeBrightness 検出した左目矩形領域の平均輝度値(8bit256階調)

irisRadiusLeft 左目の虹彩半径サイズ(px)

irisCenterLeft.x 左目の虹彩中心点のx座標

irisCenterLeft.y 左目の虹彩中心点のy座標

eyeLeftUpperEyelid.x 左目上まぶた点のx座標(虹彩中心点x座標と同じ)

eyeLeftUpperEyelid.y 左目上まぶた点のy座標

eyeLeftLowerEyelid.x 左目下まぶた点のx座標(虹彩中心点x座標と同じ)

eyeLeftLowerEyelid.y 左目下まぶた点のy座標

eyeLeftCornerL.x 左目目尻目頭左端点のx座標

eyeLeftCornerL.y 左目目尻目頭左端点のy座標

eyeLeftCornerR.x 左目目尻目頭右端点のx座標

eyeLeftCornerR.y 左目目尻目頭右端点のy座標
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アプリから出力されるcsvの出力項目は以下の通りとなります。
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■csvファイル

csvヘッダー 内容

RightEye.x 検出した右目矩形領域の左上頂点x座標

RightEye.y 検出した右目矩形領域の左上頂点y座標

RightEye.width 検出した右目矩形領域の横幅(px)

RightEye.height 検出した右目矩形領域の高さ(px)

RightEyeBrightness 検出した右目矩形領域の平均輝度値(8bit256階調)

irisRadiusRight 右目の虹彩半径サイズ(px)

irisCenterRight.x 右目の虹彩中心点のx座標

irisCenterRight.y 右目の虹彩中心点のy座標

eyeRightUpperEyelid.x 右目上まぶた点のx座標(虹彩中心点x座標と同じ)

eyeRightUpperEyelid.y 右目上まぶた点のy座標

eyeRightLowerEyelid.x 右目下まぶた点のx座標(虹彩中心点x座標と同じ)

eyeRightLowerEyelid.y 右目下まぶた点のy座標

eyeRightCornerL.x 右目目尻目頭左端点のx座標

eyeRightCornerL.y 右目目尻目頭左端点のy座標

eyeRightCornerR.x 右目目尻目頭右端点のx座標

eyeRightCornerR.y 右目目尻目頭右端点のy座標

csvヘッダー 内容

faceDirStatusH 水平方向の顔向き判定結果
0=正面 / 1=左向き / 2=右向き / -1=エラー

faceDirStatusV 垂直方向の顔向き判定結果
0=正面 / 1=上向き / 2=下向き / -1=エラー

faceDirectionH 水平方向(左右方向)の顔向き度。-100〜0〜100

faceDirectionV 垂直方向(上下方向)の顔向き度。-100〜0〜100

LeftEyeStatus 左目の開閉状態。2=開き目/1=閉じ目/0=エラー

RightEyeStatus 右目の開閉状態。2=開き目/1=閉じ目/0=エラー

eyeLeftDirStatusH 水平方向の左目向き判定結果
0=正面 / 1=左向き / 2=右向き / -1=エラー

eyeLeftDirStatusV 垂直方向の左目向き判定結果
0=正面 / 1=上向き / 2=下向き / -1=エラー

eyeRightDirStatusH 水平方向の右目向き判定結果
0=正面 / 1=左向き / 2=右向き / -1=エラー

eyeRightDirStatusV 垂直方向の右目向き判定結果
0=正面 / 1=上向き / 2=下向き / -1=エラー

eyeDirectionH 水平方向(左右方向)の目向き度。-100〜0〜100

eyeDirectionV 垂直方向(上下方向)の目向き度。-100〜0〜100
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アプリから出力されるcsvの出力項目は以下の通りとなります。
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■csvファイル

csvヘッダー 内容

viewingDistance カメラから目までの視距離（mm）

viewingFaceVector.x 顔向きベクトル点のx座標

viewingFaceVector.y 顔向きベクトル点のy座標

viewingEyeVectorLeft.x 左目の目線向きベクトル点のx座標

viewingEyeVectorLeft.y 左目の目線向きベクトル点のy座標

viewingEyeVectorRight.x 右目の目線向きベクトル点のx座標

viewingEyeVectorRight.y 右目の目線向きベクトル点のy座標

plotPoint.x 推定された視線先の中心点x座標

plotPoint.y 推定された視線先の中心点y座標

viewingArea 入力画像を均等に9分割した場合の、視線先推定面
の値
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■csv出力データ図解

 = faceRectArea
    (x, y, width, height)

 = eyeRectArea
    (x, y, width, height)

 = irisDiameter(irisRadius x 2)

 = upperEyelid / lowerEyelid
    eyeCornerL /  eyeCornerR
   (x, y, width, height)

(x, y)

(x, y)

(x, y)

(x, y)

(x, y)

 = faceCenter

csvより取得できる検出位置データの値は、以下の通りとなります。
検出位置のxy座標は、矩形領域の左上頂点座標となります。
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■message一覧
csvのmessage列にて取得できる主なメッセージは以下のいずれかとなります。その
他のエラーが発生した場合はお問合せください。

メッセージ内容 内容

Process Successful 全ての処理が完了しました 

Error: Failed to detect face 顔検出に失敗しました  (顔が存在しない) 

Error: Lack of face area brightness 顔領域の明るさ不足です（顔領域平均輝度値50以上 - 8bit256階調） 

Error: Failed to detect eyes 目検出に失敗しました 

Error: Failed to detect open eye 開き目が存在しません 

Error: Failed to detect eye landmark points 両目とも目のランドマーク検出に失敗しました 


